
【 会 議 録 】（概要） 

 日時:令和７年(2025 年)１０月１日（水）午後２時００分～３時１０分 

会議名 
令和７年度第２回越谷市社会福祉審議会 

地域福祉専門分科会 
場所 

越谷市役所本庁舎８階 

第２委員会室 

件名/議題 

１ 開会 

２ 議題 

（１）第４次越谷市地域福祉計画素案について 

３ その他 

４ 閉会 

会議資料 

(■有 □無)  

出席者 

出席委員(１６名) 

高島分科会長、大島副分科会長、松本委員、髙野委員、齊藤委員、 

中村委員、幸田委員、桑原委員、川島委員、会田委員、中村委員、 

田村委員、駒﨑委員、渡辺委員、谷塚委員、飛田委員 

欠席委員（２名） 

 永福委員、横井委員 

事 務 局(５名) 

山元地域共生部長、渡辺地域共生部副部長(兼)地域共生推進課長、 

地域共生推進課：小澤調整幹、中村主幹、田中主任 

計画関係課(１２名) 

 北林危機管理室調整幹、小野田市民活動支援課調整幹、 

芹生くらし安心課調整幹、白井福祉総務課副課長、 

百崎生活福祉課副課長、斉藤障害福祉課調整幹、 

西岡地域包括ケア課長、相田地域包括ケア課調整幹、 

神谷介護保険課副課長、佐久間子ども施策推進課調整幹、 

平塚都市計画課副課長、木村建築住宅課長 

計画策定支援事業者(２名) 

 株式会社地域計画連合：栁坪取締役、川手副主任研究員 

傍 聴 人 

 なし 

内 容 別紙 会議録（要旨）のとおり 

【合意・決定事項等】 

議題（１）第４次越谷市地域福祉計画素案について 

 ・会議での意見を踏まえ事務を進めることとなった。 

 

その他 

 ・次回会議について、令和８年２月頃にパブリックコメントでいただいた 

意見を反映させた計画最終案を議題として開催する予定の旨説明を行った。 



１ 

会議録（要旨）  

 

１ 開  会（午後２時００分） 

・越谷市社会福祉審議会条例第６条第３項の規定により、委員総数１８人のうち

１６人が出席しているため、会議が成立することを報告。 

 

２ 議  題 

  ・議事は、同条例第６条第２項の規定により、高島分科会長が議長となり進行。 

  ・はじめに、同条例施行規則第５条の規定により、原則公開の旨を説明し、傍聴

人の有無を確認。傍聴人なしのため、そのまま議事を進める。 

 
議題（１）第４次越谷市地域福祉計画素案について  

 資料１、資料２に基づき、事務局から説明を行った後、質疑応答を行う。 

 

《質疑・意見》 

□第１章について 

 質疑・意見なし。 

 

□第２章について 

【委員】 

資料２の８ページについて、人口・世帯の状況における文中で「３４２，３２７

人」と記載されているが、数字の途中で改行されており、非常に見にくいため、ご

配慮いただきたい。 

また、第２章全体に共通することとして、グラフ内の凡例部分における字が小さ

いため、大きく表記していただきたい。 

【事務局】 

 いただいたご意見を踏まえ、素案の内容を修正していく。 

 

□第３章について 

質疑・意見なし。 

 

□第４章 基本目標１について 

【委員】 

  資料２の３１ページにおける福祉ＳＯＳゲーム研修会の実施について、現在、行

政職員が主体となって研修を実施している状況だと認識しているが、行政職員がい

なくても実施できる仕組みに変えていくなど、福祉ＳＯＳゲームを広げていけるよ

う進めていった方が良いのではないか。 

【事務局】 

  現在、越谷市のホームページ上に、福祉ＳＯＳゲームの資料及び実施に係る動画 

 を掲載しているが、ほとんど活用されていない状況となっている。 

  委員ご指摘のとおり、行政職員だけでなく、地域の方が主体となって実施できる 

よう、事務局で検討していく。 

【委員】 

  福祉ＳＯＳゲームの実施件数について、令和１２年の目標値を累計１００件とし

ているが、達成可能なのか。 

【事務局】 

  本指標は、第３次計画から継続した指標となっており、年間１０件程度の実施を 

目標に進めてきた。令和７年度終了時点では、４０～５０件程度になることから、 

第４次計画でも同様に年間１０件程度を目標に実施することで、１００件を達成で 

きるよう進めていく。 



２ 

【委員】 

  資料２の３８ページ市の主な取り組みについて、高齢者等の交流の場づくりの推

進に老人福祉センターと「ふらっと」の２つのみ例示として記載されているが、こ

れら以外にも交流づくりの場はあるのではないか。 

【事務局】 

  委員ご指摘のとおり、例示した２か所以外にも交流の場は存在しているため、他 

の例示にならい、「など」を追加していく。 

 

□第４章 基本目標２について 

【委員】 

  資料２の５７ページ民生委員・児童委員のコラムについて、約４００人と記載さ

れているが、現在定数が４５３人であるため、約４５０人といった形で修正してい

ただけないか。 

【計画関係課】 

  実数で記載していたため、委員ご指摘の定数に表記を改めるよう検討していく。 

 

□第４章 基本目標３について 

【委員】 

  資料２の７９ページ「越谷市で発行しているパンフレット」について、実際に欲

しいとなった時に、問合せ先が分からないため、分かるように工夫していただきた

い。 

【事務局】 

  委員ご指摘のとおり、現在の記載内容ではどの部署が発行しているものか分かり 

にくいため、事務局で記載内容を修正していく。 

 

【委員】 

  資料２の７７ページ指標「社会資源情報を見える化する仕組みの構築」につい

て、目標値を検討・実施としているが、現時点で何か取り組んでいることはあるの

か。また、各年度の評価における検討・実施の考え方について教えていただきた

い。 

【事務局】 

  社会資源情報を見える化する仕組みについては、令和６年度第３回分科会の議題 

で取り上げており、当時は見える化に関連するシステム等を紹介したが、具体的に 

どのような手法で進めていくか定まっていない状況となっている。 

 第４次計画では、まず、どのような仕組みが必要か、また、様々な情報やシステ 

ムがある中でどのような情報を掲載していくかなど、検討を進めていきたいと考え 

ている。 

また、各年度の評価については、「検討」「実施」といった形で進捗状況に応じた 

表記とすることを想定している。 

 

【委員】 

  資料２の８７ページ越谷げんき de MaaSについて、どのような内容でいつ頃から

実施するものなのか教えて欲しい。 

【計画関係課】 

  主に高齢者の方のバスやタクシーの運賃補助を実施する事業で、開始時期として 

 は、１２月１日からを予定している。広報こしがや１０月号でも記事を掲載してい 

 るほか、対象者の方には、市役所から通知を送付する予定。 

 

□第５章について 

【委員】 

  資料２の９０ページ指標「障がいに対する理解が進んでいると思う市民の割合」

について、目標値を１００％としているが、どのような意図で設定されたのか教え

ていただきたい。 

 

 



３ 

【計画関係課】 

  第５次総合振興計画後期基本計画においても同様の指標を掲げており、この指標

の数値は市政世論調査の結果から算出することとしている。現状値については、速

報値になるが、５４．３％となっている。様々な施策に取り組み、令和１２年度に

はこの数値を１００％に近づけていきたいということで目標値を１００％に設定し

ている。 

【副分科会長】 

  指標名について、「障がいに対する理解が進んでいると思う市民の割合」としてい

るが、１００％を目指していく指標とするのであれば、「理解が進んでいる」より

「理解が進んできている」方が良いのではないか。 

【計画関係課】 

  表現については、検討させていただく。 

 

【委員】 

  資料２の９０ページ指標「地域包括支援ネットワーク協力事業所数」について、

協力事業所はどういったものが該当するのか教えていただきたい。 

【計画関係課】 

  主な協力機関としては、医療機関や自治会、民生委員のほか、配送を行っている

民間事業者など、現在４７４ヵ所の機関にご協力いただいている状況となってい

る。 

【委員】 

  例えば、介護支援事業所とかも含まれているのか。 

【計画関係課】 

  介護保険サービス事業所にもご協力いただいている。 

 

【委員】 

  資料２の９０ページ指標「民生委員・児童委員１人あたりの年間活動日数」につ

いて、担い手が増えていない状況である中、活動日数を増やしていくことで負担と

感じてしまう人がいるのではないか。また、年間活動日数を指標とした意図を教え

ていただきたい。 

【計画関係課】 

  第３次計画においては、「民生委員・児童委員相談支援件数」を指標としていた

が、相談体制の充実により、相談件数自体は減ってきている状況であるため、活動

日数として、自主的な声かけや見守りなどを積極的に実施しいくことが、結果的に

地域の交流につながるものだと考えている。目標値は１２０日で、３日に１回程度

の活動を想定している。 

【副分科会長】 

  民生委員・児童委員の数を増やしていく視点で指標を作れるといいのではない

か。 

【計画関係課】 

  実情として、１２月の一斉改選により、現在より２０人程度減ってしまう状況で

あり、指標として設定することが難しいため、第４次計画では活動日数とさせてい

ただきたい。 

 

【委員】 

  資料２の９０ページ指標「重層的支援に係る会議の開催数」について、現状値の

年間１４回から目標値が年間１８回と増えていますが、各分野における支援が広く

なってきており、重層にいかなくても各分野の支援で食い止められる方が良いと感

じている。会議の回数を増やしていくことが適切なのか。 

【事務局】 

  委員ご指摘のとおり、会議回数を単に増やしていくことが適切であるとは考えて 

おらず、各分野の支援では対応が困難な複雑・複合化した支援ニーズについて、協 

議する場を確保していくといった観点から年間１８回を目標値としている。 

 内訳としては、実務者を中心に支援方針や役割分担を協議する支援会議を月１ 

回、課題解決に向けたプランを協議する重層的支援会議を２か月に１回最低限開催 

できるように目標値を設定している。 



４ 

□その他 

【委員】 

  越谷市の市民活動はとても活発であり、他市と比べても専門性の高い団体の活動

が多様化してきていると感じている。私自身も複数の団体に参加し、その活動に携

わってきた中で、市からの活動に対する助成金が利用しやすく、団体の活動を後押

ししてくれていると感じているため、様々な活動団体に広がっていけばいいと思

う。 

 

【委員】 

  基本理念の中で、「安心して暮らすことができる福祉のまち」とあるが、将来像の

「福祉のまち越谷」を取り入れてみるのはいかがか。 

【事務局】 

  基本理念については、第１次計画から、第２次、第３次と継承してきたものであ

り、第４次においても、同様に基本理念を継承していく方向で昨年度決定している

ため、追加しない方向で進めていく。 

 

３ そ の 他 

  事務局から参考資料１に基づき、以下の事務連絡を行った。 

・次回開催時期について、令和８年２月頃、第４次地域福祉計画の最終案を議題 

 とする予定。 

  ・１１月から１２月にかけてパブリックコメントを実施する予定。 

 

４ 閉  会（午後３時１０分） 

  ・大島副分科会長から閉会の挨拶 

 


